◇ＩＴの定義◇

ＩＴ(Information Technology)は、「情報技術」と訳される。コンピュータやデータ通信に関する技術を総称的に表す語。
注）IT=PCではない。PCはITの一部である。ＩＴとは具体的には通信、放送、コンピュータのハードウェア・ソフトウェアやそれらの提供にかかわるサービスである。
◇ＩＴの特徴◇

ＩＴの特徴は、デジタル化とネットワーク化に集約できる。

情報技術の発展により、情報関連商品・サービスの価格が劇的に低下し、その普及とともに広範囲の情報ネットワークが形成された。その本質は、あらゆる情報をデジタル信号に置き換えたことにある。デジタル信号は離散的でネットワーク化を容易に行わせる。

上記による大きな恩恵の一つとして、標準化が挙げられる。例えば、業務にＩＴを導入することで、それまで複雑で困難であった業務が標準化され、誰にでもこなせる業務へと変わることがある。業務以外にもノウハウ、顧客情報といったあらゆる情報をデジタル化することで、標準化の範囲はどこまでも広がる。
ＩＴの効用を最大化するために、情報をいかにして集め、加工し、活用するかを考慮すると良い。

◇今回の発表におけるＩＴの枠組み◇
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他班による今後のＳＣＭやＣＲＭ、ＫＭの発表が具体的なソリューションからの視点であるのに対して、我々は企業（企業内部）や企業を取り巻く環境（企業外部）という観点からＩＴの導入を考察する。
企業内部については、ＩＴソリューションを受け入れるヒト、組織に分解した。
前者は、人事の役割の観点からさらに①雇用、②教育、③評価・配置に分け、①、②に絞り発表を行う。③は人事部の役割が大きく、全社戦略にかかわるトピックは見られなかったので今回は割愛する。
後者は、物理的な階層構造と心理的な権限に分割した。発表では両者ともに扱う。

企業外部は、ソリューションごと個別具体的な影響の度合いがあまりにも強いため、こちらも割愛する。
◇追記◇

発表は、ＩＴを導入する側の視点から行われる。ＩＴを生み出す側の視点については、別途、補足資料を配布予定である。その概略は、松下電器産業を例に挙げ、当該企業がＩＴ製品開発（従来の製品と比較して格段に技術革新が早く、逐一開発を行わねばならない）のために、それまで堅持してきた事業部制をなぜ、どのように変革してきたかを明らかにするものである。

ＨＰ上、第四回の補足資料にある「日本企業の組織構造について」を読んだ上で参照されたい。
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網掛け部分が今回の発表箇所








